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1.研究背景 
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石川遼選手，池田勇太選手，金庚泰選手などの若手が急速に力を
つけたことによって，優勝者平均年齢は徐々に低下している 

※ 優勝者平均年齢とはプロゴルファーの各試合での優勝者の  
  年齢を試合数で除したものである．（毎年25～29試合程度）  

図1:優勝者平均年齢 

プロゴルファーにおける若手の台頭 
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1.研究背景 
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※ 調査対象；小学生の子供を持つ全国30代～40代の既婚者200名      

既に子供にゴルフ用品を買い与えた経験のある親への質問 

石川遼選手の活躍が与えた影響 

図2:最近では子供にいつ頃ゴルフ用品を買い与えたか 

石川プロが6月末

にプロ初優勝 

（ Web ページによるインターネット調査（ゴルフショップは聞き取り調査） ） 

Q:最近では子供にいつ頃ゴルフ用品を買い与えたか 

[2] 



1.研究背景 
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ジュニアゴルファーの増加 
JGAジュニア会員推移 

図3:JGAジュニア会員推移 

会員数は右肩上がりで， 
特に小学生の増加が顕著 

ジュニア選手の数が増加し活躍
することが期待できる [3] 

※JGA(JUNIA GOLF ASSOCIATION) ： ジュニアイベント企画・各種マニュアル作成など，
ジュニアゴルファーの育成に力を入れている団体 



2.研究目的 
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プロゴルファーの長期活躍を目指した
プレースタイルを考案する 

＜研究目的＞ 

研究背景より 
・優勝者平均年齢の低下 
・若手選手の活躍による，我が子への期待の高まり 
・ジュニアゴルファーの増加 

視点；ゴルフ選手・コーチ 

これからは若手選手が中心となる可能性が高い 



3.データ概要 
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使用データ 各データの詳細

平均ストローク 1ラウンド当たりの平均ストローク数(コース調整値を加味)

平均パット 1ホール当たりの平均パット数(パーオンホールのみ対象)※1991年以前は18ホール当たり

パーキープ率 パーかそれより良いスコアを獲得する率

パーオン率 パーオンをする率(パー4での1オン、パー5での2オンを含む)

バーディ率 1ラウンド当たりのバーディ獲得率

イーグル率 1イーグルを獲得するために要するラウンド数

ドライビングディスタンス ティショットの平均飛距離(18ホール中2ホールで計測)

フェアウェイキープ率 ティショットがフェアウェイを捕らえた率(パー3を除く全てのホールで計測)
サンドセーブ率 グリーンサイドのバンカーに入ってから2打かそれより少ない打数でカップインする率

トータルドライビング ドライビングディスタンスとフェアウェイキープ率をポイント換算した順位 ※2007年以前は参考記録

表1：使用データ（120人） 

※プロゴルファーの実力の測る指標として用いられているデータを使用 

[4] 

表2：各変数の意味 [4] 



4.分析の流れ 
各選手のデータ 

選手の各能力を総合指標 
にまとめる 

選手をプレースタイルで分類 

5.1  主成分分析 

5.2  クラスター分析 
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プロゴルファーの長期活躍を
目指したプレースタイルを考案 

選手のタイプと獲得賞金を
比較 



5.1主成分分析 
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＜目的＞ 選手の各能力を総合指標にまとめることで，以降の
分析を行いやすくする 

表3:第1主成分の意味 表4:第1主成分の意味 

第1主成分； 総合力 

第2主成分； ハイスコア重視 or 着実性重視 

※累積寄与率； 68.3% 

＜各主成分の意味＞ 



5.2クラスター分析 

ハイスコア 
重視型 

着実性 
重視型 

総合力 
高 

総合力 
低 

 

着実性重視 

ハイスコア重視 
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＜目的＞プレースタイルを把握する 

第1クラスタ； 着実性重視型 

第2クラスタ； ハイスコア重視型 

第3クラスタ； パワー傾倒型 

主成分得点 
（主成分分析より） 

階層的クラスタリング 

（Ward法，ユークリッド距離） 

＜各クラスのプレースタイル＞ 

パワー 
傾倒型 

図4:各選手のプレースタイル

(主成分得点散布図) 



6.結果と考察 
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表5:国内外賞金ランキング（上位20名） 

第1クラスタ； 着実性重視型 

第2クラスタ； ハイスコア重視型 

第3クラスタ； パワー傾倒型 

＜各クラスのプレースタイル(再掲載)＞ 
 

表4より，上位2名はハイスコア重視型 

それ以降は着実性重視型 

ハイスコア重視型 

着実性重視型 

※7位と8位の賞金の差が大きいので，
考察対象は7位までとした 

ハイスコア重視型はリターン 
は大きいが大きなリスクを伴う 

[4] 



7.提案 

2011/12/21 11 2011年度 VMStudio & TMStudio 学生研究奨励賞 

年齢を重ねることで，パワー面ではベテラン選手が不利となる 

ベテラン選手に対して 

“着実性重視型”への移行 

若手選手に対して 

ジュニア選手，これからゴルフを始める方々に対して 

ベテラン選手と同じく，いずれはパワー面で不利になる 

徐々に“着実性重視型”へと移行 

憧れの選手や，個人の得意なプレースタイルを目指して問題ない 

• 石川遼選手 
ハイスコア 

重視型 

• 池田勇太選手，金庚泰選手 
着実性 

重視型 

<ex> 
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出力結果 

※ 
データ数固有値

主成分スコア主成分得点



1

主成分スコア 

主成分得点 

元データ 
（能力） 

元データ 
（賞金） 

5.1主成分分析 

5.2クラスター分析 

※ 

① 

② ③ 

④ 
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＜今回作成したVMSのプロジェクト＞ 

⑤ 

9.付録 



9.付録 
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＜今回作成したスクリプト＞ 
①固有値の算出 

②テーブルの結合 



9.付録 
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＜今回作成したスクリプト＞ 
③主成分得点の算出 

④選手名の付与 



9.付録 
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＜今回作成したスクリプト＞ 
⑤所属クラスタの付与 


